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Ⅰ．はじめに

　ਓྛ޻ʹ͓͍ͯେࡐܘੜ࢈΍ެӹతػೳͷߴ౓ൃشΛਤΔ͜ͱ
Λ໨తʹɼ୹െ͔ظΒ௕െظ΁ͱҠ͋ͭͭ͠ߦΔɻ௕െظͷಋೖ
͸ɼ࣋ଓతͳ੒௕͕ظ଴Ͱ͖Δ͜ͱɼ୆෩֐ࡂ౳ͷؾ৅֐Λड͚
ʹ͍͘ɼൖग़৚͕݅ྑ޷Ͱ͋Δ౳ɼ৚݅ʹద߹ͨ͠ՕॴΛର৅

ʢڥ؀ݝ࡚ٶ৿ྛ෦ɼ200�ʣͱͯ͠ɼؒെ஗Εྛ෼౳ͷ؅ཧ͕े
෼ߦΘΕ͍ͯͳ͍ྛ෼ʹ͓͚Δಋೖ͸৻ॏʹ͢Δ΂͖Ͱ͋Δɻ
　थྔףͱྛ໦ͷ੒௕ʹ͸ີ઀ͳ͕ؔ͋܎Δ͜ͱ͔Βɼ୹െظͷ
ਓྛ޻Λ௕െظʹ༠ಋ͢ΔࢦඪͷҰͭͱͯ͠थף௕཰͕औΓ্͛
ΒΕΔ͜ͱ͕ଟ͍ɻ౻৿ʢ2006ʣ͸ɼ௕െظΛ໨͢ࢦʹ͸ 30ˋ
Ҏ্ͷथף௕཰͕ඞཁͱ͍ͯ͠Δɻઍ༿ʢ200�ʣ͸ɼεΪਓྛ޻
ʹ͓͍ͯ͸ඪ४െظͷ࣌఺Ͱɼथף௕཰ 40ˋΛ໨ඪͱͯࣔ͠͠
͍ͯΔɻ྆ऀ͸ࢦඪͷ਺஋Λఏ͍ࣔͯ͠Δ͕ɼؒെ஗Εྛ෼ͳͲ
थྔףͷݮগͨ͠ྛ໦ͷथྔףͱ੒௕ʹؔ͢Δ৘ใ͸े෼Ͱ͸ͳ͍ɻ
　ྛ໦ͷ੒௕աఔΛ෮͢ݩΔํ๏ͱͯ͠ɼथװͷ೥ྠղੳ͕͋Δɻ
थװͷ೥ྠղੳʹՃ͑ͯɼथװ಺ʹ෧ೖ͞Εͨઅͷൃੜ͔Βࢮރ
ͷ੒௕աࢬͱͰɼ͜͏ߦΔ೥਺΍੒௕ྔΛಡΈऔΔઅղੳΛࢸʹ
ఔ͕໌Β͔ʹͳΓɼ௚ܘ΍थ͚ͩߴͰͳ֤͘थྸʹ͓͚Δथףಈ
ଶͳͲաڈͷ੒௕ཤྺ͕෮ݩͰ͖Δʢ౻৿ɼ1�7�ʀڮຊɾۄઘɼ
1���ʀӈాɾઍ༿ɼ2010ʣͱใ͞ࠂΕ͍ͯΔɻ͜ͷख๏ʹΑΓɼ
௕ظͷϞχλϦϯάͳ͠ͰथྔףͷมԽͱྛ໦ͷ੒௕ͷؔ܎Λௐ
ࠪ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͱͳΔɻ͔͠͠ɼ͜Ε·Ͱʹथྔףͷݮগͨ͠
ྛ໦Λର৅ͱͯ͠અղੳΛ࣮ྫͨ͠ࢪ͸΄ͱΜͲͳ͍ɻ
　ͦ͜ͰɼຊڀݚͰ͸थྔףͷݮগͨ͠ྛ໦ͷथྔףͷมԽͱ੒
௕ͷؔ܎Λղ໌͢Δ͜ͱΛ໨తʹɼؒെ஗Εྛ෼ʹ͓͍ͯथװͷ
೥ྠղੳʹՃ͑અղੳΛ͜͏ߦͱͰɼथߴ΍װͷ੒௕͚ͩͰͳ͘
थףಈଶͷ෮ݩΛࢼΈͨɻࠓճ͸ɼथףಈଶͷ෮ݩΛओͱͯ͠ใ
Δɻ͢ࠂ

Ⅱ．ௐࠪ஍と方法

ʢ̍ʣௐࠪ஍
ྛݧࢼज़ηϯλʔٕۀྛݝ࡚ٶͷ۠ڷொ੢ڷඒ܊౦ӓ٩ݝ࡚ٶ　
಺ʹ২͞࠿Ε͍ͯΔεΪਓྛ޻ʹ͓͍ͯௐࠪΛͨͬߦɻௐࠪྛ෼
͸ྛྸ 3� ೥ੜɼඪߴ 130Nɼࣼ܏͸ ÿ ౓ɼࣼ໘ํҐ͸๺ͰԜܗ
ࣼ໘ͷԼ෦ʹҐஔ͢Δɻۀࢪཤྺ͸ෆ໌Ͱ͋Δ͕ɼྛ಺ʹെ͕ࠜ
ΈΒΕͣࣗવࢮރ໦͕͋Δ͜ͱ͔Βؒെ͸΄ͱΜͲߦΘΕ͍ͯͳ
͍ͱ͑ߟΒΕΔɻ

ʢ̎ʣௐࠪํ๏
　ྛ෼಺ʹ 260ᶷͷௐࠪϓϩοτΛઃఆ͠ɼ2013 ೥ û ݄ʹௐࠪΛ
ମݸɻϓϩοτ಺ͷશͨ͠ࢪ࣮ 34 ຊʹ͍ͭͯɼߴڳ௚ܘ͸஍্
ߴ 1.3N Ͱଌఆ͠ɼथߴͱࢬԼߴ͸ଌثߴʢ)BHMoG ࣾ 7erUeY ᶙʣ
Λ༻͍ͯଌఆͨ͠ɻथף௕཰ʢˋʣ͸ɼʮʨथߴʢ̼ʣȂࢬԼߴ

ʢ̼ʣʩʗथߴʢ̼ʣʯͱͯ͠ٻΊͨɻऩྔൺ਺͸ɼ۝भ஍ํεΪ
ਓྛྛ޻෼ີ౓؅ཧਤΑΓٻΊɼ஍Ґ൑ఆ͸ɼݝ࡚ٶʹΑΓௐ੡
͞Εͨ஍Ґࢦ਺ۂઢ͔ΒٻΊͨʢڥ؀ݝ࡚ٶ৿ྛ෦ɼ200�ʣɻ
　೥ྠղੳͱઅղੳʹ͢ڙΔαϯϓϧ໦͸ɼϓϩοτ಺͔Βߴڳ
௚ܘͱथߴͷฏۉతͳ ù ମΛબఆͯ͠ݸ 2013 ೥ Ā ݄ʹ஍্ߴ
0.3N Ͱെ౗ͨ͠ɻെ౗ޙɼथװʹ෇ண͍ͯ͠Δੜࢬͷܘޱݩࢬ

ʢNNʣͱࢬͷશ௕ʢDNʣΛ 0.�N ͷ૚͝ͱʹଌఆͨ͠ɻͦͷޙɼ
஍্ߴ 0.�Nɼ1.3NɼҎޙ 0.�N ͝ͱʹধ୺෦͕ 1.0N ҎԼʹͳΔ
·Ͱஅ͠װɼஅؙװଠ �0DN ͷ্෦ üDN ͷԁ൫͸೥ྠղੳʹ༻͍ɼ
Γ࢒ 4�DN Λઅղੳʹ༻͍ͨɻԁ൫͸ղੳιϑτ 4UeN "OBMy[er

ʢࠓଜΒɼ2001ʣΛ༻͍ͯɼύιίϯ্Ͱ û ͷ೥ྠ෯Λଌఆ޲ํ
͠ɼथװղੳσʔλΛͨ͠ࢉܭɻ
　અղੳ͸ɼ౻৿ʢ1�7�ʣͱӈాɾઍ༿ʢ2010ʣͷํ๏Λߟࢀʹ
4�DN ͷஅؙװଠΛ޲ํ࣠װʹ ÿ ෼ׂɼ຤ޱ 1�DN ະຬͷஅؙװ
ଠ͸ û ෼ׂʹଳͷ͜Ͱ੾அͯ͠ɼͦͷ੾அ໘ʹݱΕΔװͱઅͷ೥
ྠ͔Βɼઅͷࢮރ೥ͱੜଘ೥਺ɼ࣌ࢮރ఺ͷ௚ܘɼࠐרޙࢮރΉ
·Ͱͷ೥਺ɼ௚ܭܘଌҐஔͷ஍্ߴΛଌఆͨ͠ɻ͞Βʹɼװͷ֎
໘͔ΒͦͷଘࡏΛ൑அͰ͖Δઅ͸ɼؙͷ͜Ͱ͔͘ࡉ੾அͯ͠ଌఆ
ͨ͠ɻղੳͷର৅ൣғ͸ɼ஍্ߴ 0.3N ͔Βݸମ̖ 1�.3Nɼ̗
1�.�N ·Ͱͱͯ͠ੜࢬͷ෇ண͢Δ͞ߴ·Ͱ࣮͠ࢪɼݸମ̖Ͱ 2�2

ؒെ஗Ε林෼にお͚ΔεΪݸମのथףಈଶと੒௕＊1

－અղੳにΑΔ੒௕過程の෮ݩ－

໦ҳ࿠ˎ2ࠇथཅҰ࿠ˎ2ɾࡾᖒӳੜˎ2ɾݹ३Ұˎ2ɾݟੈ

速　報

九州森　－ݩಈଶと੒௕－અղੳにΑΔ੒௕過程の෮ףମのथݸ໦ҳ࿠ɿؒെ஗Ε林෼にお͚ΔεΪࠇथཅҰ࿠ɾࡾᖒӳੜɾݹ३Ұɾݟੈ
林研究　67：49－ �2，2014　थװͷ೥ྠղੳͱઅղੳΛ૊Έ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑΓɼؒെ஗Εྛ෼ʹ͓͚ΔεΪݸମͷथףಈଶͷ෮ٴݩͼ
थྔףͱ੒௕ͷؔ܎ͷղ໌Λͨͬߦɻؒെ஗Εྛ෼ͷ২͔࣌࠿Βࡏݱ·Ͱͷࢬͷ৳௕ྔɼࢬԼߴɼथף௕ɼथף௕཰ͳͲͷथףಈଶΛ෮ݩ
͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ·ͨɼथףಈଶʹΑͬͯݸମ͝ͱͷ੒௕աఔΛઆ໌Ͱ͖Δ͜ͱ͕ࣔࠦ͞Εͨɻथྔףͱ੒௕ͷؔ܎Λݕ౼ͨ͠ͱ͜Ζɼ
थף௕཰ͱथߴ࿈೥੒௕ྔʹؔ܎͸ΈΒΕͳ͔͕ͬͨɼߴڳ௚ܘ࿈೥੒௕ྔ͸थף௕཰ͷ௿ԼʹΑΓݮগ͢Δ͕޲܏ΈΒΕͨɻ
キーワードɿؒെ஗Εɼઅղੳɼथף௕཰ɼ௕െظ
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Ⅲ．結果と考察

ʢ̍ʣྛ෼ߏ଄ͱࢼڙ໦
　ྛ෼ߏ଄ͱࢼڙ໦Λදʵ̍ʹࣔ͢ɻཱ໦ີ౓͸ 130� ຊ �hBɼ
ऩྔൺ਺͸ 0.�7ɼฏۉथߴ͸ 26.2N Ͱ஍Ґ͸ᶗͰ͋ͬͨɻฏڳۉ
͸ܘ௚ߴ 2�.6DNɼฏܗۉঢ়ൺ͸ �3.�ɼฏۉथף௕཰͸ 22.7� Ͱ
͋ͬͨɻऩྔൺ਺ɼܗঢ়ൺɼथף௕཰ΛΈΔͱؒെ͕ඞཁͳྛ෼
ঢ়ଶͰؒെ஗Εྛ෼ͱ൑அ͞Εͨɻथװͷ೥ྠղੳͱઅղੳʹ༻
௕཰͸ͦΕͧΕɼףঢ়ൺɼथܗɼܘ௚ߴڳɼߴମ̖ͱ̗ͷथݸ͍ͨ
24.6Nͱ2�.7Nɼ 2�.�DNͱ2�.6DNɼ �6.�ͱ�6.�ɼ 30.��ͱ2�.6�Ͱ͋

ͬͨɻ
ʢ̎ʣथװͷ೥ྠղੳ
Λਤʵ̍ʹࣔ͢ɻथ܎ͱथྸͷؔܘ௚ߴڳɼߴମ̖ͱ̗ͷथݸ　
աΛͨͲΓɼथྸܦମ΋ಉ༷ͷ੒௕ݸ͸ɼͲͪΒͷߴ 10ʙ1� ೥
Ͱ࿈೥੒௕ྔͷ࠷େ஋Λࣔͦ͠ΕҎ߱ݮগ͢Δ΋ͷͷथྸ 30 ೥
Ҏ߱΋೥ؒ 0.4N ఔ౓ͷ੒௕Λ࣋ଓ͍ͯͨ͠ɻߴڳ௚ܘ͸ɼथߴ
੒௕ͱ͸ҟͳΓ੒௕ʹ൐͍ݸମ̖ͱ̗ͷ͕֦ࠩେ͢Δ͕޲܏ΈΒ
Εͨɻ

ʢ̏ʣੜࢬͷௐࠪ݁Ռ
　ੜࢬͷௐࠪ݁ՌΛ΋ͱʹɼੜࢬશ௕ͷਨ௚෼෍Λਤʵ̎ʹࣔ͢ɻ
ମ̖ݸ͸ɼߴԼ෦ͷ஍্࠷ͷࢬΛࣔ͢ੜߴԼࢬ 16.6ɼ̗ 17.6N Ͱ
΄΅ಉ͡͞ߴ·ͰރΕ্͕Γ͕ਐΜͰ͍ͨɻथ͔ߴΒࢬԼߴΛҾ
͍ͨथף௕͸ݸମ̖ �.0Nɼ̗ �.1Nɼथףͷ෯Λࢦඪ͢Δੜࢬશ
௕ͷ࠷େ஋͸ݸମ̖ 2�0.0DNɼ̗ 236.0DN Ͱɼ࣌ݱ఺ͷथྔף͸
੒௕ͷྼΔݸମ̖ͷํ͕एׯେ͖͍஋Λࣔͨ͠ɻͭ͗ʹɼશͯͷ
ੜࢬͷܘޱݩͱશ௕ͷؔ܎Λݕ౼ͨ͠ͱ͜Ζɼݸମ̖ͱ̗Ͱଟগ
ͷҧ͍͸ΈΒΕΔ΋ͷͷɼ྆ऀΛ͋ΘͤͯҎԼͷΑ͏ͳ΂͖৐ࣜ
Ͱۙ͢ࣅΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨʢਤʵ̏ʣɻ
　y ʹ 7 . �0 x 1 . 03ɾɾɾɾɾɾʢ̍ʣ

දʵ̍ɽྛ෼ߏ଄ͱࢼڙ໦
ௐࠪྛ෼ 体̖ݸ 体̗ݸ

ཱ໦ີ౓ ïຊ öｈað 1308
収量比数 0.97
地　　Ґ ᶗ
ฏۉथߴ （̼） 26.2
　　थߴ （̼） 24.6 25.7
ฏߴڳۉ௚ܘ （ᶲ） 28.6
ܘ௚ߴڳ　　 （ᶲ） 25.5 29.6
ฏܗۉঢ়比 93.8
ঢ়比ܗ　　 96.5 86.8
ฏۉथף௕཰ （ˋ） 22.7
　　थף௕཰ （ˋ） 30.5 29.6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として↢枝のઃ⌕する高さまでታ施し，個体Ａで292個，Ｂで350

個の節を解析した。 

 

Υ．⚿ᨐߣ⠨ኤ 

（㧝）林分構造と供試木 

林分構造と供試木を⴫－㧝に示す。立木ኒ度は1308本/Ja，෼

量Ყ数は0.97，ᐔဋ樹高は26.2mで地૏はΣであった。ᐔဋ胸高

直径は28.6cm，ᐔဋᒻ⁁Ყは93.8，ᐔဋ樹冠長率は22.7%であっ

た。෼量Ყ数，ᒻ⁁Ყ，樹冠長率をみると間伐が必要な林分⁁ᘒ

で間伐ㆃれ林分と್ᢿされた。樹幹の年ベ解析と節解析に用いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個体ＡとＢの樹高，胸高直径，ᒻ⁁Ყ，樹冠長率はそれߙれ，24.6m

と25.7m，25.5cmと29.6cm，96.5と86.8，30.5%と29.6%であっ

た。 

（２）樹幹の年ベ解析 

個体ＡとＢの樹高，胸高直径と樹齢の関係を図－㧝に示す。樹

高は，どちらの個体もห᭽の成長⚻ㆊをたどり，樹齢10～15年で

連年成長量のᦨ大୯を示しそれ以降減少するものの樹齢 30 年以

降も年間0.4m程度の成長をᜬ続していた。胸高直径は，樹高成長

とは⇣なり成長に઻い個体ＡとＢのᏅが᜛大する傾向がみられた。 

（㧟）↢枝の⺞ᩏ結果 

 ↢枝の⺞ᩏ結果をもとに，↢枝全長のု直分Ꮣを図－２に示す。

枝下高を示す↢枝のᦨ下部の地上高は，個体Ａ16.6，Ｂ17.6m で

ほぼหߓ高さまで枯れ上がりが進んでいた。樹高から枝下高をᒁ

いた樹冠長は個体Ａ8.0m，Ｂ8.1m，樹冠の᏷を指ᮡする↢枝全長

のᦨ大୯は個体Ａ280.0cm，Ｂ236.0cmで，⃻ᤨὐの樹冠量は成長

のഠる個体Ａのᣇが⧯ᐓ大きい୯を示した。つ߉に，全ての↢枝

のరญ径と全長の関係を検討したとこࠈ，個体ＡとＢで多少の㆑

いはみられるものの，ਔ⠪をあߖࠊて以下のよ߁なߴきਸ਼式で近 
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図－㧝．樹高(a)，胸高直径(b)と樹齢の関係 

図－２．↢枝全長のု直分Ꮣ 

図－㧟．↢枝のరญ径と全長の関係 
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⴫－㧝．林分構造と供試木 

⺞ᩏ林分 個体Ａ 個体Ｂ

立木ኒ度 (本/Ja) 1308

෼量Ყ数 0.97

地૏ Σ

ᐔဋ樹高 (m) 26.2

樹高ޓޓ (m) 24.6 25.7

ᐔဋ胸高直径 (cm) 28.6

胸高直径ޓޓ (cm) 25.5 29.6

ᐔဋᒻ⁁Ყ 93.8

ᒻ⁁Ყޓޓ 96.5 86.8

ᐔဋ樹冠長率 (％) 22.7

樹冠長率ޓޓ (％) 30.5 29.6

ਤʵ̍ɽथߴ ïĨðɼߴڳ௚ܘ ïĩð ͱथྸͷؔ܎

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として↢枝のઃ⌕する高さまでታ施し，個体Ａで292個，Ｂで350

個の節を解析した。 
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直径は28.6cm，ᐔဋᒻ⁁Ყは93.8，ᐔဋ樹冠長率は22.7%であっ

た。෼量Ყ数，ᒻ⁁Ყ，樹冠長率をみると間伐が必要な林分⁁ᘒ

で間伐ㆃれ林分と್ᢿされた。樹幹の年ベ解析と節解析に用いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個体ＡとＢの樹高，胸高直径，ᒻ⁁Ყ，樹冠長率はそれߙれ，24.6m

と25.7m，25.5cmと29.6cm，96.5と86.8，30.5%と29.6%であっ

た。 

（２）樹幹の年ベ解析 

個体ＡとＢの樹高，胸高直径と樹齢の関係を図－㧝に示す。樹

高は，どちらの個体もห᭽の成長⚻ㆊをたどり，樹齢10～15年で

連年成長量のᦨ大୯を示しそれ以降減少するものの樹齢 30 年以

降も年間0.4m程度の成長をᜬ続していた。胸高直径は，樹高成長

とは⇣なり成長に઻い個体ＡとＢのᏅが᜛大する傾向がみられた。 

（㧟）↢枝の⺞ᩏ結果 

 ↢枝の⺞ᩏ結果をもとに，↢枝全長のု直分Ꮣを図－２に示す。

枝下高を示す↢枝のᦨ下部の地上高は，個体Ａ16.6，Ｂ17.6m で

ほぼหߓ高さまで枯れ上がりが進んでいた。樹高から枝下高をᒁ

いた樹冠長は個体Ａ8.0m，Ｂ8.1m，樹冠の᏷を指ᮡする↢枝全長

のᦨ大୯は個体Ａ280.0cm，Ｂ236.0cmで，⃻ᤨὐの樹冠量は成長

のഠる個体Ａのᣇが⧯ᐓ大きい୯を示した。つ߉に，全ての↢枝

のరญ径と全長の関係を検討したとこࠈ，個体ＡとＢで多少の㆑

いはみられるものの，ਔ⠪をあߖࠊて以下のよ߁なߴきਸ਼式で近 
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⴫－㧝．林分構造と供試木 

⺞ᩏ林分 個体Ａ 個体Ｂ

立木ኒ度 (本/Ja) 1308

෼量Ყ数 0.97

地૏ Σ

ᐔဋ樹高 (m) 26.2

樹高ޓޓ (m) 24.6 25.7

ᐔဋ胸高直径 (cm) 28.6

胸高直径ޓޓ (cm) 25.5 29.6

ᐔဋᒻ⁁Ყ 93.8

ᒻ⁁Ყޓޓ 96.5 86.8

ᐔဋ樹冠長率 (％) 22.7

樹冠長率ޓޓ (％) 30.5 29.6
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として↢枝のઃ⌕する高さまでታ施し，個体Ａで292個，Ｂで350

個の節を解析した。 
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　͜ΕʹΑΓɼࢬͷܘޱݩΛ΋ͱʹࢬ௕Λਪఆ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͰ
͋ΓɼઅղੳͰଌఆͨ͠અͷ௚͔ܘΒथףಈଶΛਪఆͰ͖Δ͜ͱ
͕ࣔࠦ͞Εͨɻ

ʢ̐ʣઅղੳ
　थװͷ೥ྠղੳͱઅղੳ͔ΒಘΒΕͨணߴࢬͷ֊૚͝ͱͷࢬͷ
ฏۉੜଘ೥਺Λਤʵ̐ʹࣔ͢ɻ͢΂ͯͷࢬͷੜଘ೥਺ͷฏۉ͸ɼ
ମ̖ݸ 10.4೥ɼ̗ 11.2೥Ͱ͋ͬͨɻͲͪΒͷݸମ΋২͔࠿Βॳظ
ʹൃੜͨ͠௿͍Ґஔͷࢬͷੜଘ೥਺͸୹͘ɼ͍ߴҐஔͷࢬͷੜଘ
೥਺͕௕͍͕޲܏ΈΒΕͨɻ·ͨɼ੒௕ͷ༏ΕΔݸମ̗ͷํ͕ɼ
ಉ͡஍্ߴͰ͸ૣ͘ࢬΛൃੜͤ͞ΔͨΊɼࢬͷੜଘ೥਺͕௕͍܏
ΈΒΕͨɻ͕޲
　थྸ ü ೥͝ͱʹͦͷ࣌఺Ͱੜଘ͍ͯ͠Δࢬͷઅ௚͔ܘΒࢬ௕Λ

ʢ̍ʣࣜʹΑͬͯࢉग़ͯ͠ɼணߴࢬͱࢬ௕͔Βथྸ ü ೥͝ͱͷथ

఺Λଌఆ͓ͯ͠Γ੒࣌ࢮރ͸ɼܘʢਤʵ̑ʣɻઅ௚ͨ͠ݩΛ෮ף
௕్தͷ௚ܘ͸෼͔Βͳ͍ͨΊɼ࣌ࢮރ఺ͷ௚ܘͱࢮރ·Ͱͷ೥
਺͔Β೥ฏۉ੒௕ྔΛͯ͠ࢉܭɼ೥ฏۉ੒௕ྔͱੜଘ೥਺Λ৐͡
Δ͜ͱͰɼੜଘதͷ֤࣌఺ʹ͓͚Δઅ௚ܘΛਪఆ͍ͯ͠Δɻݸମ
̖Ͱ͸ɼथྸ ü ೥࣌఺ͷࢬ௕͸໿ �0DN ͰɼͦΕҎ߱थྸ 20 ೥
·Ͱ໿ 100DN Ͱݻఆ͞Εɼथྸ 2�ʙ30 ೥ʹ 1�0ʙ200DN ʹ৳௕
͍ͯ͠Δɻ͜Ε͸ɼथྸ 2�ʙ30 ೥ͷؒظʹɼࢬΛ৳௕͢Δۭؒ
͕ಘΒΕͨ͜ͱΛ͍ࣔࠦͯ͠Δɻݸମ̗͸ɼथྸ ü ೥ͷ࣌఺Ͱ͸
̖ͱಉ༷Ͱɼथྸ 10 ೥Ͱࢬ௕͕໿ 1�0DN ʹ৳௕͠ɼͦΕҎ߱ࢬ
௕͸มԽ͠ͳ͔ͬͨɻथྸ 10 ೥Ҏ߱ࢬ௕͕มԽ͠ͳ͔ͬͨͷ͸ɼ
ྡ઀໦ͱͷڝ૪ͳͲʹΑͬͯੜҭ੍ۭ͕ؒ͞ݶΕͨͨΊͱ͑ߟΒ
ΕΔɻݸମ̖ͱ̗Λൺֱ͢Δͱɼݸମ̗ͷੜҭۭ͕͍ؒ࣌ૣ͘޿
఺Ͱ͕ࢬ৳͹͢͜ͱ͕Ͱ͖ͨͨΊɼݸମ̖ΑΓ΋थྔףͱ༿ྔ͕
େ͖͘ͳΓɼ௚ܘ੒௕͕ଅਐ͞Εͨͱ͑ߟΒΕΔɻ
　थྸ͝ͱʹੜଘ͍ͯͨ͠ࢬͷ࠷Լ෦ͷ஍্͔ߴΒࢬԼߴΛਪఆ
ͯ͠ɼथߴͱੜࢬԼ͔ߴΒथף௕ͱथף௕཰Λࢉग़ͯ͠ਤʵ̒ʹ
ࣔͨ͠ɻ͜ͷੜࢬԼߴ͸ɼࢬͷେ͖͞Λ໰Θͣੜଘ͍ͯ͠Δࢬͷ
ͱ͸ߴԼࢬΒਪఆ͍ͯ͠ΔͨΊɼ௨ৗͷྛ෼ௐࠪʹ͓͚Δ͔͞ߴ
ҟͳΔՄೳੑ͕͋ΔɻࢬԼߴΛΈΔͱɼݸମ̖Ͱथྸ 14 ೥ɼ̗
Ͱ 13 ೥͔ΒރΕ্͕Γ࢝Ίɼथߴͱͱ΋ʹ্ঢΛଓ͚ͨɻथף
௕͸ͲͪΒͷݸମͱ΋थྸ 13ʙ14 ೥Ҏ߱ଟগͷมಈ͸͋Δ΋ͷ
ͷ໿ ĀN ͰҰఆʹͳͬͨɻ͜Ε͸ɼथߴ੒௕ͱࢬԼߴͷ্ঢྔ͕
΄΅౳͍͜͠ͱΛࣔ͠ɼྛ෼ͱͯ͠͸ྛףͷด࠯Ҏ߱ɼྛߏף଄

ਤʵ̐ɽணߴࢬ֊૚͝ͱͷࢬͷฏۉੜଘ೥਺
　　　　ʢόʔ͸ඪ४ภࠩʣ

ਤʵ̑ɽü ೥͝ͱͷथףͷมԽ

ਤʵ̒ɽथߴɼࢬԼߴɼथף௕ɼथף௕཰ͱथྸͷؔ܎
थྸʢ೥ʣ
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ʹมԽ͕ͳ͘ɼধ୺͔ΒԼࢬʹಧ͘ޫͷྔ͸΄΅ҰఆͰ͋ͬͨͱ
௕཰ʹ͍ͭͯ͸थྸףΒΕΔɻथ͑ߟ 13ʙ14 ೥·Ͱ͸ �0ˋఔ౓
Ͱ͕͋ͬͨɼͦΕҎܹ߱ٸʹ௿Լ͠ 20 ೥Ͱ �0ˋఔ౓ʹͳΓɼ30
೥Ҏ߱ʹ 40ˋҎԼͱͳͬͨɻ
　थߴͱߴڳ௚ܘͷ࿈೥੒௕ྔͱथף௕཰ͷؔ܎Λਤʵ̓ʹࣔ͢ɻ
थߴͷ࿈೥੒௕ྔ͸ɼथף௕཰ͱͷؒʹؔ܎͸ΈΒΕͳ͔ͬͨɻ
௕཰ͷףΛΈΔͱɼथ܎௕཰ͷؔףͷ࿈೥੒௕ྔͱथܘ௚ߴڳ　

௿ԼʹΑΓߴڳ௚ܘ࿈೥੒௕ྔ΋ݮগ͢Δ͕޲܏ΈΒΕɼҎԼͷ
ࣜͰۙ͢ࣅΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
　y ʹ 0 . 12 ʷ 1 . 03 xɾɾɾɾɾʢ̎ʣ
ɼथ͠ڹͷେ͖͕͞ංେ੒௕ྔͷΈʹӨףʢ1���ʣ͸ɼथݪֿ　
੒௕ͷΈͱܘ௚ߴڳ௕཰͕ףͱ͓ͯ͠Γɼथ܎੒௕ྔͱ͸ແؔߴ
ͭʹ܎ͷؔྔף੒௕ͱथߴͷ݁ՌͱҰகͨ͠ɻथڀݚຊͨ͠܎ؔ
͍ͯɼ౻৿ʢ1�7�ʣ͸ɼεΪʹ͓͍ͯࢬଧͪͷఔ౓͕͘ڧͳΔͱ
੒௕͕ݮୀ͢Δ͜ͱΛࣔ͠ɼݪߴʢ1��4ʣ͸ɼεΪٴͼώϊΩʹ
͓͍ͯथߴͷ 3 � 4ɼथף௕཰ 2� � ͷࢬଧͪͰ͸੒௕ʹ΄ͱΜͲ
Өڹͳ͍ͱ͍ͯ͠Δɻͭ·Γɼथߴ੒௕ྔͱͷؔ܎Λݕ౼͢Δʹ
͸ɼथף௕཰ 2�� ΑΓ΋͞Βʹथףͷখ͍͞ྛ໦Λର৅ͱ͢Δ
ඞཁ͕͋Δɻຊڀݚͷࢼڙ໦ͷथף௕཰͸ 30� ఔ౓Ͱ͋ͬͨͨ
Ίɼथߴ੒௕ͱͷؔ܎ΛΈΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳͬͨ΋ͷͱ͑ߟΒΕΔɻ

Ⅳ．おわりに

　અղੳ͸ɼ४උ΍ղੳʹଟ͘ͷख͕ؒඞཁͰ͋Γɼղੳຊ਺Λ
૿΍͢͜ͱʹݶք͸͋Δ͕ɼ൓໘͔ͦ͜ΒಘΒΕΔ৘ใͷ༗༻ੑ
͸ඇৗʹ͍ߴɻޙࠓ͸ΑΓރΕ্͕ΓͷਐΜͩथףͷখ͍͞ݸମ
Λղੳͷର৅ͱ͍ͨ͠ɻ
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13年から枯れ上がり始め，樹高とともに上昇を続けた。樹冠長は

どちらの個体とも樹齢 13～14 年以降多少の変動はあるものの約

９m で一定になった。これは，樹高成長と枝下高の上昇量がほぼ

等しいことを示し，林分としては林冠の閉鎖以降，林冠構造に変

化がなく，梢端から下枝に届く光の量はほぼ一定であったと考え

られる。樹冠長率については樹齢13～14 年までは90％程度であ

ったが，それ以降急激に低下し20年で50％程度になり，30年以 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

降に40％以下となった。 

 樹高と胸高直径の連年成長量と樹冠長率の関係を図－７に示す。

樹高の連年成長量は，樹冠長率との間に関係はみられなかった。

胸高直径の連年成長量と樹冠長率の関係をみると，樹冠長率の低

下により胸高直径連年成長量も減少する傾向がみられ，以下の式

で近似することができた。 

ｙ＝0.12×1.03ｘ・・・・・（２） 

 梶原（1995）は，樹冠の大きさが肥大成長量のみに影響し，樹

高成長量とは無関係としており，樹冠長率が胸高直径成長のみと

関係した本研究の結果と一致した。樹高成長と樹冠量の関係につ

いて，藤森（1975）は，スギにおいて枝打ちの程度が強くなると

成長が減退することを示し，高原（1954）は，スギ及びヒノキに

おいて樹高の3/4，樹冠長率25%の枝打ちでは成長にほとんど影響

ないとしている。つまり，樹高成長量との関係を検討するには，

樹冠長率 25%よりもさらに樹冠の小さい林木を対象とする必要が

ある。本研究の供試木の樹冠長率は 30%程度であったため，樹高

成長との関係をみることができなったものと考えられる。 

 

Ⅳ．おわりに 

節解析は，準備や解析に多くの手間が必要であり，解析本数を

増やすことに限界はあるが，反面そこから得られる情報の有用性

は非常に高い。今後はより枯れ上がりの進んだ樹冠の小さい個体

を解析の対象としたい。 
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